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大
江
匡
衡

粟
田
障
子
十
五
連
作

木
戸
裕
子

か

や
う

の
事

に

つ
6

て

も
、

大

納

言

ど

の
は

い
と

う

ら

や

ま

し

う

女
君

の

お

は
せ

ぬ
事

を

お

ぼ

さ

る

べ
し

。

粟

田

と

い
ふ

所

に

い
み

じ

う

を

か
し

き

殿

を

え

も

い

は
ず

仕

立

て

ゝ
、

そ

こ

に
通

は

せ
給

て

、

御

障

子

の
絵

に
は

名

あ

る
所

々

を

か

ゝ
せ
給

ひ

て
、

さ

べ
き
人

ー

に

寄

よ

ま

せ
給

。

(
『
栄

花

物

語
』

巻

三
さ

ま

《
＼

の
よ

ろ

こ
び

)

又
被
」甲
者
、
粟
田
障
子
詩
輔
正
卿
撰
乏
。
坤
元
録
詩
維
時
卿
。
然
則
作
者

与
判
責
各
互
有
喪
短
㌔
髄
真
功
池
。
粟
田
詩
以
言
以
帥
殿
方
添
不
被
ス
乏
。

怨
言
云
、
雛
坤
元
録
絶
句

一
首
者
何
添
魂
入
箴
云
々
。
故
文
章
博
士
実
範

後
伝
聞
此
事
、
不
被
許
此
書
云
々
。

β

一

レ

レ

・
一

一

(
『江
談
抄
』

巻
五
詩
事
)

右
の
記
事
の
う
ち
、

『
栄
花
物
語
』
に
見
え
る
、
大
納
言
ど
の
こ
と
藤
原
道

兼
の
粟
田
山
荘
の
障
子
に
は
名
所
絵

が
描
か
れ
和
歌
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

障
子
は

『
江
談
抄
』
の
粟
田
障
子
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が

っ
て
和

注
'
.

歌

と

漢

詩

の
両

方

が

賦

さ

れ

て

い

た

こ
と

に
な

る

。

こ
れ

は

、
本

稿

で
こ
れ

か

ら

検

討

し

て

い
く

「
粟

田
障

子

詩

十

五

連

作

」

の
詩

題

に
歌

枕

が
含

ま
れ

る

こ

と

か

ら

も
推

察

さ

れ

る
。

一
つ
の
屏

風

や

障

子

に
和

歌

と

漢

詩

を

賦

す
例

は

、
例

え
ば

『
古

今

著

聞

集

』

巻

十

=
圓
図

部

に
見

え

る

藤

原
能

道

が

作

ら

せ

た
、

上

に
唐

絵

、

下

に
大

和
絵

が

搭

い

て
あ

(、
て
、

そ

れ

ぞ

れ

に
漢

詩

と
和

歌
と

が

付

け

ら

れ

た

と

い
う
和

漢

注
ス

抄

屏

風

が

あ

る
。

つ
ま

り

、

一
つ

の
屏

風

の
中

と

は

い
え

、

和

歌

に
は

大
和

絵

、

漢

詩

に
は

唐

絵

と

い

う

ふ

う

に
区

別

さ

れ

て

い
た

の

で
あ

る

。

し

か

し

、

こ

の

粟
田
障
子
絵
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
大
和
絵
の
み
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
し
た
が

っ

て
粟
田
障
子
詩
は
大
和
絵
に
賦
さ
れ
た
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唐
絵
に
賦
さ

れ
た
漢
詩
は

『
経
国
集
』
の

「
清
涼
殿
壷
壁
山
水
歌
」
以
来
多
く
の
作
が
あ
る

が
、
粟
田
障
子
詩
の
ご
と
き
大
和
絵
に
賦
さ
れ
た
詩
は
こ
れ
以
前
の
作
は
残

っ

註
う

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
大
江
匡
衡
の
家
集

『
江
吏
部
集
』
中
に
見
え
る
粟
田
障

子
作
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
漢
詩
文
と
和
歌
の

つ
な
が
り
を
考
え
て
い
き
た

い
。匡

衡
の
粟
田
障
子
詩
は
現
存
す
る

『
江
吏
部
集
』
諸
本
で
は
上
巻
お
よ
び
中

巻
の
各
部
に
順
不
同
で
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
の
割
注
に

「
粟

田
障
子
十
五
連
作
中
其
○
○
」
と
あ
る
の
で
そ
れ
と
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現

存
諸
本

で
は
其
十
二
と
す
る
詩
に

「
田
家
秋
意

(音
)
」

「
初
冬
野
猟
」
の
二

首
が
あ
り
、
其
十
と
其
十
三
と
が
欠
け
て
い
る
の
で
十
四
首
し
か
な
い
。

粟
田
障
子
は

『栄
花
物
語
』
の
記
述
に
従
え
ぱ
正
暦
元
年
頃
に
作
ら
れ
た
ら

し
い
。
匡
衡
は
前
年
の
永
柞
元
年

(永
延
三
年
)
正
月
七
日
に
三
十
八
歳
で
従

五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
十

一
月
に
は
文
章
博
士

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
の
匡
衡
は
学
問
の
家
で
あ
る
大
江
氏
の
嫡
男
で
あ
り
な
が
ら
、
天
元
二
年
二

十
九
歳
で
対
策
に
及
第
し
て
か
ら
も
、
右
衛
門
権
尉
、
甲
斐
権
守
、
弾
正
少
弼

彦
ケ
.

と
お
よ
そ
文
章
道
と
は
縁
の
薄
い
官
職
を
歴
任
し
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
文
章

博
士
は
念
願
の
官
で
あ

っ
た
。
ま
た
公
の
席

で
の
詩
作
も
永
延
元
年
十
月
の

}

条
天
皇
に
よ
る
摂
政
藤
原
兼
家
邸
行
幸
の
際
の
応
製
詩

「
葉
飛
水
面
紅
」
を
は

じ
め
、
こ
の
と
き
ま
だ
権
中
納
言
で
あ

っ
た
藤
原
道
長
邸
で
の
数
度
の
詩
会
、

永
詐
元
年
の
大
納
言
藤
原
朝
光

(兼
家
力
)
の
城
北
山
荘
で
の
詩
会

の

「
夏
日

陪
藤
亜
相
城
北
山
庄
同
賦
淡
交
唯
対
水
」
詩
序
な
ど
が
現
存
す
る
も
の
の
、
そ
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れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
文
人
と
し
て

の
彼
の
活
躍
は
正
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
と

き
で
あ

っ
た
。
匡
衡
に
と

っ
て
、
粟
田
障
子
詩
の
ご
と
き
ま
と
ま

っ
た
数
の
詩

を
作
る
の
は
自
己
の
力
量
を
世
に
示
す
絶
好
の
機
会
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
依

頼
主
の
道
兼
は
い
ま
だ
権
大
納
言
と
は
い
え
摂
関
家
の

一
員
と
し
て
将
来

一
の

人
と
な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
権
勢
家
で
あ
る
。
匡
衡
が
持
て
る
技
量
を
奮

っ

て
詩
作
に
あ
た

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。

道
兼
と
匡
衡
の
関
係
を
考
え
る
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
粟
田
障
子
詩
以
外
に

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
道
兼
は
以
前
か
ら
自
邸
な
ど
で
和
歌
や
作
文

の
会
を
催
し
て
お
り
、
匡
衡
が
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
永
詐
元
年
二
月
に
も

・残
～

お
こ
な

っ
て
い
る
。

こ
の
会
に
匡
衡
が
同
席
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
残
念
な
が

ら
不
明
で
あ
る
。
が
、
正
暦
年
間
に
は
、
内
大
臣
と
な

っ
た
道
兼
の
も
と
で

「
五

月
五
日
陪
内
相
府
池
亭
同
賦
雲
峯
入
夏
池
」
詩
序
を
作

っ
て
い
る
。
ま
た
、
匡

衡
と
同
じ
く
粟
田
障
子
に
詩
を
賦
し

て
い
る
藤
原
為
時
が
寛
和
元
年
道
兼
の
粟

田
邸

で
の
残
花
の
宴
に
同
席
し

「遅

れ
て
も
咲
く
べ
き
花
は
さ
き
に
け
り
身
を

限
り
と
も
思
ひ
け
る
か
な
」

(
『後
拾
遺
集
』
1碧
番
)
と
い
う
和
歌
を
詠
ん
で

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
匡
衡
も
以
前
よ
り
道
兼
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

匡
衡
の
詩
文
の
特
徴
と
し
て
、
執
拗
な
ま
で
の
栄
達
願
望
の
吐
露
、
為
政
者

弗
6

や
詩
会
の
主
人
役
に
対
す
る
称
賛
過
多
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
藤
原

道
長
関
連
の
詩
に
著
し
く
見
ら
れ
る
が
、
時
の
権
勢
家
の

一
人
で
あ
る
藤
原
道

兼
の
依
頼
に
よ
る
粟
田
障
子
詩
に
も
、
そ
の
特
徴
が
随
所
に
現
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
漢
籍
を
典
拠
と
す
る
句
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
道
兼
や
匡
衡
自

身
を
画
中
の
人
物
に
擬
す
と
い
う
形
を
と
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
先
学
に

よ

っ
て
指
摘
さ
れ
、
筆
者
自
身
も
別
稿
で
述
べ
た
こ
と
の
あ
る
、
匡
衡
の
詩
文

弘
7
-

の
も
う

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
強
い
自
己
卑
下
の
句
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
粟
田
障
子
詩
の

「
兼
道
の
娘
誕
生

に
備
え
る
障
子
に
賦
す
」
と
い
う

性
質
上
、
自
己
卑
下
の
言
葉
は
忌
む
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
は
あ
る

ま
、
力

以
上
、
匡
衡
の
粟
田
障
子
詩
に

つ
い
て
略
述
し
た
。
し
か
し
現
存
す
る
粟
田

障
子
作
は
匡
衡
の
も
の
の
み
で
は
な
い
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
藤
原
為
時
に
も

粟
田
障
子
詩
と
思
わ
れ
る
詩
と
摘
句
が
あ
り
、
ま
た
高
丘
相
如
に
も
幾

つ
か
の

摘
句
が
残

っ
て
い
る
。
為
時
は
正
暦
元
年
に
は
四
十
二
歳
、
無
官
を
か
こ

っ
て

い
た
時
期
で
あ

っ
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
以
前
に
も
道
兼
の
主
催
す
る
宴

に
同
席
し
て
い
る
な
ど
の
縁
で
そ
の
才
を
買
わ
れ
作
者
の

一
入
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
粟
田
障
子
作
は

『
本
朝
麗
藻
』
に
完
全
な
詩
が
二
篇
、
ま
た

『和

漢
兼
作
集
』

『
新
撰
朗
詠
集
』
に
詩
の

一
部
と
思
わ
れ
る
摘
句
が
数
句
存
在
す

る
。
高
丘
相
如
は
残

っ
て
い
る
資
料
が
少
な
く
道
兼
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、

『江
談
抄
』
に
よ
れ
ば
藤
原
公
任
は
相
如
の
弟
子
で
あ

っ
た
と
い
う
か

ら
、
そ
の
詩
才
は
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
道
兼
の

家
人
と
し
て
有
名
な
藤
原
相
如
と
は
別
人
で
あ
る
。
粟
田
障
子
詩
と
見
ら
れ
る

摘
句
が

『和
漢
朗
詠
集
』
や

『
新
撰
朗
詠
集
』
に
数
句
が
残

っ
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
詩
や
句
も
併
せ
て
挙
げ
、
匡
衡
の
詠
じ
ぶ
り
を
考
え
る
手
掛
か

り
と
し
た
い
。

『
栄
花
物
語
』
に
い
う
、
粟
田
障
子
に
賦
さ
れ
た
和
歌
の
ほ
う
は
、
熊
本
守

雄
氏
に
よ

っ
て

『恵
慶
集
』
申
の
二

つ
の
歌
群
が
そ
れ
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

註
2

い
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(図
書
寮

一
五
〇

・
五
五
八
)
本
の

「
障

子
の
ゑ
に
す
ま
の
う
ら
の
か
た
か
き
云
々
」
の
詞
書
を
も

つ
=
二
四
番
歌
か
ら

始
ま
る
六
首
と

「
或
所
の
御
屏
風
の
嵜
か
す
か
野
に
わ
か
な

つ
む
女
あ
り
」
の

詞
書
を
も

つ
一
八
五
番
歌
か
ら
始
ま
る
十
三
首
で
あ
る
。
前
の
歌
群
は

=
二
六

番

「
行
す
ゑ
は
も
み
ち
の
も
と
に
や
と
、
ら
し
お
し
む
に
た
ひ
の
日
か
す
へ
ぬ

一10一



べ
し
」
と
ほ
ぼ
同
じ
歌
が

『
拾
遺
抄
』
巻
三
秋
部

=
二
四
番
歌
と
し
て

「
二
条

右
大
臣
の
粟
田
の
山
庄
の
障
子
の
ゑ
に
云
々
」
の
詞
書
を
伴

っ
て
収
め
ら
れ
て

い
る
た
め
そ
れ
と
推
察
で
き
、
後
の
歌
群
は
配
列
順
と
描
か
れ
て
い
る
内
容
が

匡
衡
の
詩
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で

一
八
五
番
の
詞
書
に
い
う

「
或
所
の
御
屏
風
」

と
は
実
は

「
粟
田
障
子
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

『
拾
遺
抄
』
の
詞
書
が

あ
る
の
で
恵
慶
が
粟
田
障
子
の
和
歌
作
者
で
あ

っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
熊
本
氏

の
説
に
よ
れ
ば
匡
衡
の
十
五
連
作
に
対
応
す
る
和
歌
は

十
九
首
で
あ
る
。

一
つ
の
絵
に
対
し

て
二
首
以
上
の
う
た
が
賦
春
れ
た
こ
と
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
恵
慶
の
和
歌
す

べ
て
が
実
際
に
障
子
の
色
紙
型
に
書
か
れ

た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
、

(
こ
れ
は
匡
衡
の
詩
も
同
様
で
あ
る
。
)

一
首

で
も
撰
に
入
る
よ
う
に

=
画
面
に
つ
き
複
数
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
後
に
取
り
上
げ
る
第
八
、
第
十
、
第
十

一
な
ど
や
や
疑

問
の
残
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
熊
本
氏
の
い
わ
れ
る
匡
衡
詩
と
恵
慶
歌
の
対

応
に
も
第
四
、
第
八
な
ど
幾

つ
か
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
再
検
討
し
、
同
時
に
同

一
画
面
に
賦
さ
れ
た
漢
詩
と
和
歌
の
表
現
の
相
違
を

詳
し
く
見
る
た
め
に
も
、
熊
本
氏
の
論
に
依
拠
し
恵
慶
の
和
歌
も
そ
の

一
つ
一

つ
を
挙
げ
、
改
あ
て
匡
衡
の
詩
と
比
較
し
て
み
た
い
。

に
は

よ

っ
て
い
な

い
。

本
稿
は
第

一
首
か
ら
第
五
首
ま
で
を
載
せ
、
残
り
九
首
は
次
稿

に
載
せ
る
。

注
1
熊
本
守
雄

「
粟
田
障
子
詩
絵
と
和
歌
と
漢
詩
」

『
恵
慶
集

校
本
と
研
究
』

注
2
川
ロ
久
雄

「和
漢
朗
詠
集
解
説
」

『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
』

注
3
家
永
三
郎

『上
代
倭
絵
年
史
』

注
4

「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」

注
5

『
小
右
記
』
永
詐
元
年
二
月
三
日
条

注
6
後
藤
明
雄

「大
江
匡
衡
の
詩
文
」

『平
安
朝
漢
文
学
論
考
』

今
紀
子

「
江
吏
部
集
試
論
」

『駒
大
国
文
』
十
五
昭
和
五
十
三
年

注
7
大
曾
根
章
介

「
大
江
匡
衡
ー

一
儒
者
の
生
涯
ー
」

『漢
文
学
研
究
』
第
十

号
昭
和
三
十
七
年
十
月

拙
稿

「
『
江
吏
部
集
』
に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
的
表
現
に
つ
い
て
」

『
語

文
研
究
』
第
六
十
四
号
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
号

「平
安
朝
詩
序
の
形
式

ー
自
謙
句
の
確
立
を
中
心
と
し
て
!
」

『
語
文
研
究
』
第
六
十
九
号
平
成

二
年
六
月

注
8
注
1
前
掲
書
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な

お

、

『
江

吏
部

集

』

は

、

『
新

校

群

書

類

従

』

所

収

の
も

の
を

底

本

に
し

、

主

な

異

同

を

載

せ

て

お

い
た

。

使

用

し

た

本

は

内

閣

文

庫

[
二

六

一

一
九

]

本

(
内

A
)

、

同

「
三

二

〇

八

九

]

本

(
内

B
>

、

同

[
三

二

三

四

七

]

本

(
内

C

)

、

松

平
文

庫

本

(
松

)

、

天

理

図

書

館

本

(
天

)

、
山

口

県
立

図

書

館

本

(
山

)

、
祐

徳

稲

荷

本

(
祐

)

、

神

宮

文

庫

本

(
神

)

、
賀

茂

別

雷

神

社

本

(
賀

で

そ

れ

ぞ
れ

(

)

内

の

ご

と

く

略

称

し

た

。

ま

た

、

そ

れ

ぞ

れ

の
詩

の
訓

み

下

し

は
解

釈

の
た

め

の
便

宜

的

な

も

の

で
あ

り
、

必

ず

し

も
平

安

時

代

の
訓

み



1

春
日
野
行

郊
外
雪
鎗
春
採
菜

行
人
顧
望
日
将
瞬

此
時
想
得
和
嚢
事

誰
問
當
初
傅
野
雲

春
日
野
行

郊
外
の
雪
鎗
え
春
菜
を
採
る

行
人
顧
望
す
れ
ば
目
畷
れ
ん
と
す

此
の
時
想

ひ
得
た
り
和
奨

の
事
を

誰
か
問
は
ん
当
初
の
傅
野
の
雲
を

《
校

異

》
①

菜

ー

蒙

(
山

・
賀

)

②

誰

i

難

ミ
セ
ケ
チ

誰

(
天

)

③

傅

!
傳

(
天

・
祐

・
神

・
松

・
内

B
)

④

傳

1
傳

ミ
セ
ケ
チ

傅

(
内

A

)

《
押

韻

》
文

韻

(
○

!

平

声

×

ー
灰

声

◎

ー
韻

字

)

○

×

×
○

○

×

×

○

○

×
○

×
○

◎

x
O

×

×

×
○

×

O

x
×
○

×

×
◎

《
語

釈

》

一

春

日

野

行

春

日
野

は
大

和

国

の
歌

枕

屏
風

和

歌

の
場

合

若

菜

と

共

に
詠

ま

れ

る

こ

と

が

多

い

。

春

日
野

に

わ

か

な

つ
み

つ

ゝ
よ

う

つ

よ

を

い
は

ふ
心

は
神

そ

し

る

ら

ん

(
右

大

将

藤

原

定

国

四

十
賀

屏

風

『
古

今

集

』

賀

歌

三

五

六

)

た

だ

し

本

詩

題

の
場

合

「
し

ゅ
ん
じ

つ
や

こ
う

」

と
音

読

み

し

、
地

名

の

[
春

日

野

」
と

一
般

名

詞

と

し

て

の

「
春

の

日
野

に
行

く

」

の

二
重

の
意

味

を

持

た

せ

た

、

掛

詞

的

表

現

と

見

る

べ
き

か

。
ー
,

《
参

考

》

な

お

、

「
行

一
は
古

詩

の

一
体

の
名

称

に
も

あ

る

が

、
本

詩

は
今

体

詩

の
七

言

絶

句

で
あ

る

の

で

「
行

」
字

は

動

詞

と

考

え

る

べ
き

で

あ

る

。

ま

た

、
我

が

国

の
漢

詩

文

に
お

い

て
は
行

の
作

例

は

少

な

い
。

(
『
本

朝

文

粋

』

中

で

は

菅

原

文

時

の

「
老

閑

行

一

一
篇

の

み
)

二

行

人

旅

人

「
行

人

南

北

分

征

路

」

(
長

楽

坂

『
白
氏

文

集

』

巻

十

八

)

三

顧
望

振
り
返

っ
て
見
る
こ
と

「
廻
首
日
顧
」

(鄭
玄

『毛
詩
箋
』
)

四

和
菱

『書
経
』
説
命
篇
下

「
若
作
和
菱
、
爾
惟
璽
梅
。
爾
交
修
予
、
岡
予

棄
。
」
に
よ
り
、
政
治
を
輔
佐
す
る
名
宰
相
を
意
味
す
る
。

「
好
是
銀
盤
多

結
蘂
磨
縁
丞
相
欲
和
葵
」

(早
春
陪
右
丞
相
東
斎
、
同
賦
東
風
粧
梅

菅
原
道

真
)
こ
こ
で
は
粟
田
山
荘
主
人
で
あ
る
藤
原
道
兼
を
称
え
る
比
喩
と
な

っ
て

い
る
。
と
同
時
に
、
新
春
の
子
の
日
の
風
物

で
あ
る
若
菜
の
巽
作
り
の
意
も

含
む
。

「和
菜
巽
而
畷
口
期
気
味
之
克
調
也
」

(雇
従
雲
林
院
、
不
勝
感
歎
、

柳
叙
所
観
。
序

菅
原
道
真

『和
漢
朗
詠
集
』
春
部

子
日
所
収
)

五

傅
野

『書
経
』
説
命
篇
の
主
人
公

で
あ
る
伝
説
の
名
宰
相
傅
説
が
住
ん

で
い
た
傅
巌
の
野
。

《通
釈
》

都
の
外
の
野
の
雪
も
消
え
た
の
で
、
新
春

の
風
物
で
あ
る
若
菜
摘
み
を
す

る
。

道
行
く
人
が
振
り
返

っ
て
見
れ
ば
、
今
し
も
夕
日
が
沈
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
時
ふ
と
思
い
出
し
た
、
昔
股
の
高
宗
が
傅
説
に
対
し
て
、
嚢
作
り
に

準
え
て
政
治
の
補
佐
を
依
頼
し
た
こ
と
を
。

し
か
し
、
今
は
、

一
体
誰
が
あ
の
こ
ろ
の
よ
う
に
傅
巌
の
野
の
霞
を
分
け

て
、
隠
れ
た
賢
人
を
探
そ
う
と
い
う
の
か
。

(
そ
の
必
要
は
な
い
。
藤
原

道
兼
こ
そ
が
傅
説
に
も
劣
ら
な
い
名
宰
相
と
し
て
政
治
を
補
佐
し
て
お
ら

れ
る
の
だ
か
ら
。
)

《
参
考
》

類
似
の
題
の
漢
文
作
品
と
し
て
、
橘
在
列

(尊
敬
)
の

「
春
日
野
遊

和
漢

任
意
序
」

(
『本
朝
文
粋
』
巻
十

一
所
収
)
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
本

文
中
に

「嵩
山
之
西
脚

洛
水
之
東
頭

(比
叡
山
の
西
、
鴨
川
の
東
)
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
京
の
都
で
の
作
で
あ
り
、
地
名
と
し
て
の

「
春
日
野
」
の
意
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は
な

く

、

よ

み

は

一
し

ゅ

ん
じ

つ
や

ゆ

う

」

と
す

べ
き

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

と
き

の
和

歌

や
漢

詩

作

品

は
残

っ
て

い
な

い

。

『
恵

慶

集

■=

八
五

あ

る

所

の
御

屏
風

の
嵜

か

す
か

野

に
わ

か

な

つ
む

女

あ

り

か

す

か

野

ゝ

の
も

り

も

い
か

ゝ
お
も

ふ
ら

ん

お

い
く

わ

か

な

つ
み

に
き

た
る
を

恵
慶
の
歌
に
も
匡
衡
の
詩
と
同
様
若
菜
摘
み
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
和

歌
は

一
首
に
詠
み
こ
め
る
情
報
量
が
漢
詩
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
匡
衡
の
詩
に

比
べ
て
特
に
目
立

っ
た
表
現
は
見
え
ず
、
同

一
画
面
を
詠
じ
た
作
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
恵
慶
の
歌
が
女
性
を
詠
ん

で
い
る
の
に
対
し
て
、
詩
に
詠
じ
ら
れ
て

い
る
入
物
は
は

っ
き
り
し
な
い
が
、

「
行
人
顧
望
す
れ
ば
」
と
い
う
の
は
男
性

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歌

の
ほ
う
も

「
の
も
り
も
い
か
が
お
も
ふ
ら
ん
」
と
あ

る

「
の
も
り
」
が

「行
人
」
に
対
応
す
る
と
す
れ
ば
、
障
子
の
画
面
に
は
男
女

両
方
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

2

妹
妖
山
下
ト
居

妹
妖
山
下
に
居
を
ト
む

一
從
山
脚
ト
林
泉

一
た
び
山
脚
従
り
林
泉
を
ト
む
れ
ば

塵
事
無
侵
正
澹
然

肇

侵
す
無
く
正
に
灘

た
り

薙
帳
月
前
開
鏡
厘

羅
の
帳
は
月
の
前
に
鏡
の
匡
を
開
き

松
窓
風
底
撫
琴
絃

松
の
窓
は
風
の
底
に
琴
の
絃
を
撮
づ

陽
峯
暁
夢
雲
相
似

陽
壷
の
暁

の
夢
雲
は
相
似
た
り

女
几
春
心
水
自
傳

女
几
の
春

の
心
水
は
自
ら
伝
ふ

萬
歳
藤
爲
随
手
杖

万
歳
の
藤
は
随
手
の
杖
為
り

携
持
乗
興
弄
濯
濃

携

へ
持
ち
興
に
乗
り
濃
援
を
弄
ば
ん

《
校
異
》
①
妖
r
妹

(内
C
)

②
正
-
止

(底
本

他
誉
;

り
改
ム

)

③
帳
～
張

(底
本

他
誉
;
・リ
改
ム

)

④
厘
ー
運

(松

・
内
A
B
)

⑤
底
～
庭

(底
本

・
内
C

他
本
,;

リ
改
ム

)

⑥
雲
ー
ナ
シ

(天

・
祐
)

⑦
杖
!
枝

(松

・
山
)
枝

ミ
セ
ケ
チ
杖

(内
A
)

⑧
乗
ー
來

(
天
)
東

乗
力

(神
)

《
押
韻
》
仙
韻

(
四
句
目

「絃
」
は
先
韻
だ
が
、
仙
韻
同
用
〉

×
○
○

×
×
○
◎

○
×
○
○

×
×
◎

○
×
×
○
○
×
×

○
○
○
×
×
○
◎

○
○

×
×
○
○
×

×
×
○
○

×
×
◎

×
×
○
○
○
×
×

○
○
O
X
×
○
◎

《語
釈
》

一

妹
妖
山

紀
伊
国
の
歌
枕
。
屏
風
和
歌
の
作
例
は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
秋
の
紅
葉
を
詠
む
。
ま
た
、
川
の
流
れ
と
と
も
に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。
ち
ぎ
り
こ
し
い
も
せ
の
や
ま
の
中
な
れ
ど
な
ど
か
よ
し
'の
ゝ
水
も
た

え
ぬ
る

(匡
衡
集

1六
)

二

山
脚

山
の
ふ
も
と
。

三

林
泉

山
林
泉
石
。

閑
居
、
隠
遁
を
象
徴
し
、
白
居
易
の
詩
中
に
も
し

ば
し
ば
見
え
る
。

「莫
道
両
都
空
有
宅

林
泉
風
月
是
家
資
」

(
吾
廣

白
氏

文
集
巻
五
十
三
)

「不
胎
軒
冤
愛
林
泉
」

(令
狐
尚
書
許
過
弊
居
。
先
贈
長

句

同
巻
五
十
七
)

「
書
意
詩
情
不
偶
然

苦
云
夢
想
在
林
泉
」

(以
詩
代
書

酬
慕
巣
尚
書
見
寄

同
巻
六
十
九
)

四

塵
事

世
俗
の
煩
わ
し
さ
。
俗
事
。
塵
は
仏
教
に
い
う

「
六
塵
」
の
こ
と

五

澹
然

静
か
で
安
ら
か
な
こ
と
。

「澹
然
無
他
念

虚
静
是
吾
師
」

(
夏
独

直
。
寄
薫
侍
御

『
白
氏
文
集
』
巻
五
)

六

羅
帳

羅
は
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
。

「羅

ヒ
カ
ケ

」

(観
智
院
本
類
聚
名

義
抄
)
蔦
や
か
ず
ら
で
編
ん
だ
帳
。
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七

鏡
厘

鏡
を
入
れ
る
箱
。
月
の
縁

で
言
う
。
月
を
鏡
に
讐
え
る
こ
と
は
六

朝
詩
か
ら
見
え
、
我
が
国
の
詩
歌

に
も
そ
の
例
は
多
い
。

「
形
同
七
子
鏡

影

類
九
秋
霜
」

(望
月
詩

梁
簡
文
帝
)

「
金
膏

一
滴
秋
風
露

玉
厘
三
更
冷
漢

雲

一

(
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
部

十
五
夜

菅
原
文
時
〉

八

風
底

風
の
中

「
風
底
香
飛
双
袖
挙

月
前
杵
怨
両
眉
低
」

(
『和
漢
朗
詠

集
』
秋
部

祷
衣

後
中
書
王
)

九

琴
絃

松
と
風
の
縁

で
言
う
。

「弾
為
風
入
松

崖
谷
颯
已
秋
」

(夏
弾
琴

階

劉
希
夷
)
「琴
の
音

に
峰
の
松

風
か
よ
ふ
な
り
い
つ
れ
の
を
よ
り
調
べ
そ

め
け
む
」

(
『和
漢
朗
詠
集
』
松

斎
宮
女
御
徽
女
王
)

・一
陽
台

宋
干
=
局
唐
賦

「
昔
先
王
嘗
游
高
唐
怠
査
寝

夢
見

一
婦
人

日

妾

巫
山
之
女
也

爲
高
唐
之
客

聞
君
游
高
唐

願
薦
枕
席

王
因
幸
之
去
而
僻
日

妾
在
巫
山
之
陽
高
丘
之
岨

旦
爲
朝

雲
暮
爲
行
雨

朝
朝
暮
暮
陽
壷
之
下
ー
下

略
～
」
楚
の
懐
王
が
夢
で
巫
山
の
神
女
と
契

っ
た
故
事
。

十

一
女
几

『山
海
経
』
第
五
中
山
経

「眠
山
之
首
、
日
女
几
之
山
、
其
上

多
石
浬
、
其
木
多
橿
、
其
草
多
菊
菜
。
洛
水
出
焉
、
東
注
干
江
、
其
中
多
雄

黄
、
其
獣
多
虎
豹
」
女
几
山
は
菊

が
多
い
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
春
心
と

結
び
付
く
理
由
は
不
明
。

十
二

万
歳
藤

藤
の
杖
は
白
詩
に
お
い
て
は
閑
居
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
。

「秋

庭
不
掃
携
藤
杖

閑
踏
梧
桐
黄
葉
行

」

(
晩
秋
閑
居

『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
)

又
、

「
万
歳

の
」
と

言
う
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
氏

の
末
長
い
繁
栄
を
寿
ぐ
意

味
を
も
併
せ
持

つ
。

十
三

屠
覆

水
の
流
れ
。

一
句
は

「且
申
揚
往
意

乗
月
弄
濯
援
」

(入
華
子

南
是
麻
源
第
三
谷

謝
霊
運
)
を
利

用
し
た
表
現
。

七
、
八
句
は
画
中
の
藤
の
杖

に
す
が

っ
て
歩
む
人
物
を
匡
衡
自
身
に
擬

し
、
暗
に
藤
原
氏
か
ら
の
庇
護
を
期
待
す
る
気
持
ち
を
表
す
。

《
通

釈

》
一
度

こ

の
山

の
ふ

も

と

の
山

林

泉

石

の
地

に
隠

遁

す

れ
ば

、

世

俗

の
煩

わ

し

さ

に
悩

ま

さ

れ

る

こ

と

も

な

く

、

心

穏

や

か

で
あ

る
。

つ
た

、
か

ず

ら

で
編

ん

だ
帳

を

か

か
げ

れ

ば

、

月

は

厘

か

ら
出

し

た
鏡

の

よ

う

に
照

り
輝

き

、

窓

の

そ
ば

の
松

を

吹

き
渡

る
風

は

、

琴

を

調

べ
る

音

か

と

思

わ

れ

る

。

こ

の
地

の
雲

は
、

あ

の
楚

の
懐

王

が

陽

台

で
夢

に
契

っ
た

巫

山

の
神

女

の

化

し

た
朝

の
雲

そ

の
ま

ま

で

あ

り

、

こ

の
山

に
流

れ

る
水

は

、
不

老

長

寿

の
薬

草

た

る

菊

を

多

く

産

す

と

い

う

女

几
山

の
趣

を

自

ず

と

伝

え

て

い

る

。

こ

の
地

に
生

え

る
万

年

も

の
問

枯

れ

る

こ
と

の
な

い
藤

は

、

常

に

手

放

さ

ず
頼

り

に
す

る
杖

と

な

る

。

私

は

そ
れ

を

携

え

、

気

の
向

く

ま

ま

に
清

流

を

楽

し

む

こ
と

と

し

よ

う

。

《
参

考

》

『
恵
慶

集
』

'
ハ
六

い

も

せ
山

か

す

み

た

ち

た

り

い

も

せ

や
ま

ふ
も

と

に
す

ま

ぬ

身

な

り

せ

は

う

と

く

そ
み

ま

し

み

ね

の
か

す

み
を

こ

の
歌

も

匡

衡

の
詩

と

同

じ

く
妹

背

山

の
春

の
景

色

を

詠

む

。

「
ふ

も

と

に

す
ま

ぬ

み
な

り
せ

ば

」

と

あ

る

の

で

実

際

は

ふ

も

と

に
住

ん

で

い
る

こ
と

に
な

り
、

そ

の
点

で
も

詩

題

の

「
山
下

ト

居

」

に

一
致

し

、

同

じ

画

面

を

詠

ん

だ

も

の
と

思
わ

れ

る
。

歌

中

の

「
か

す

み

」

は

、

お

そ
ら

く

詩

中

の

一
雲

」

と

お

な

じ

も

の
を

さ
す

の

で
あ

ろ

う

。
障

子

絵

が

大

和

絵

で
あ

る

以

上

、

当

然

春

霞

と

す

べ

き
と

こ

ろ
だ

が

、

匡

衡

は
詩

全

体

の
表

現

と

し

て
中

国

風

の
神

仙

や

隠

遁

詩

を

思

わ

せ

る
語

を

使

っ
て
お

り

、

こ

こ
も

陽

壼

の
故

事

を

言

う

た

め

に
、

あ
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え

て
か
す

み

を

雲

に
見

な

し

た

も

の
と

思

わ

れ

る

。

三

橋
上
歌
馬

江
山
溜
々
幾
相
重

暫
駐
行
銀
岸
草
濃

到
此
蜘
躊
先
有
出6̀

題
橋
欲
総
馬
卿
蹉

橋
の
上
馬
を
歌
む

江
山
瀞
々
と
し
て
幾
ど
相
重
な
る

暫
く
行
銘
を
駐
む
れ
ば
岸
の
草
濃
し

此
に
到
り
て
蜘
躊
る
は
先
づ
意
有
れ
ば
な
り

橋
に
題
し

て
継
が
ん
と
す
馬
卿
の
縦

《
校

異

》
①

山

ー

上

(
底

本

他
塞
ニ
ヨ
リ
改
ム

)

②
油

1
砂

(
神

・
松

・

内

B

)

③
行

ー

行

(
内

B
)

行

ミ
セ
ケ
チ

行

(
内

A
)

④

銘

ー
鎌

(
神

・

松

・
内

B

)

⑤

躊

ー
衝

(
松

・
山

・
賀

・
天

・
祐

・
内

A

B
C

)

⑥

卿

ー
郷

(
山

・
祐

)

《
押

韻

》

鐘

韻

○

×

×

×
○

○

◎

x

×
○

○

×

×
◎

×

×
○

○

○

×

×

×
○

×

×

×
○

◎

《語
釈
》

一

油
々

か
す
か
な
さ
ま
。

二

行
鑛

礁
は
く

つ
わ
。

三

蜘
購

た
め
ら
う
。
足
踏
み
す
る
。

(蜘
)
躊

タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ

タ
チ
モ

ト
ヲ
ル
(
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
)

四

題
橋

前
漢
の
司
馬
相
如
が
橋
柱
に
題
し
て
栄
達
す
る
ま
で
は
再
び
こ
の

橋
を
過
ぎ
な
い
と
言

っ
た
故
事
。
栄
達

へ
の
願
望
を
表
す
。

「
前
漢
司
馬
相

如
字
長
卿
。
成
都
人
。
蜀
城
之
北
七
里
有
昇
仙
橋
。
相
如
題
其
柱
日
。
大
丈

夫
不
乗
駆
馬
車
不
復
過
此
橋
。
後
遷
中
郎
将
。
入
蜀
。
郡
守
郊
迎
縣
令
負
弩

先
騒
。
蜀
人
威
以
爲
榮
」

(
『
蒙
求
』
相
如
題
柱
)
馬
卿
と
は
司
馬
相
如
を

指
す
。

三
、
四
句
は
画
中
の
人
物
を
匡
衡
自
身
に
擬
し
、
栄
達
願
望
を
述
べ
る
。

司
馬
相
如
の
故
事
を
用
い
て
自
己
の
栄
達
願
望
を
述
べ
る
の
は
匡
衡
の
他
の

詩
文
中
に
も
見
ら
れ
る
。

「乞
巧
懇
勲
天
可
許

俳
徊
自
既
罵
卿
橋
」

(七

夕
守
庚
申
同
賦
織
女
理
容
色
応
製

『江
吏
部
集
』
上
)

《通
釈
》

川
と
山
は
遥
か
に
霞
み
ほ
と
ん
ど
重
な
り
合

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

橋
の
た
も
と
で
し
ば
ら
く
馬
の
轡
を
休
あ
る
と
、
岸
辺
の
草
は
色
鮮
や
か

だ
。

こ
こ
で
行
く
の
を
た
め
ら
う
の
は
思
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
。

昔
昇
仙
橋

の
柱
に
題
し
て
栄
達
を
誓

っ
た
司
馬
相
如
の
故
事
に
倣
お
う
と

思
う
。

《
参
考
》

『恵
慶
集
』

一
八
七

う
た

ゝ
ね
の
は
し
た
ひ
人
ゆ
く

は
し
の
な
を
な
を
う
た
ゝ
ね
と
き
く
人
の
き
く
は
ゆ
め
ち
か
う

つ
ゝ
な
か

ら
に

恵
慶
の
歌
は
う
た
た
ね
の
橋
と
い
う
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
匡
衡
の
詩

に
は
特
に
ど
こ
の
橋
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

「
き
く
は
ゆ
あ
ぢ
か

う
つ
＼
な
が
ら
も
」
と
い
う
句
や

「
橋
上
歌
馬
」
と
い
う
題
か
ら
両
作
と
も
同

じ
橋
の
売
も
と
に
馬
を
と
ど
め
て
立
ち
や
す
ら
う
人
を
描
い
て
い
る
と
言

っ
て

よ
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
描
き
方
は
対
照
的

で
、
匡
衡
が
橋
の
名
に
全
く
触
れ

ず
、
絵
そ
の
も
の
の
描
写
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
恵
慶
は

「
う
た
た
ね
の
橋
」

と
い
う
名
に
よ
っ
て

一
首
を

「
う
た
た
ね
、
ゆ
め
、
う

つ
つ
」
の
縁
語
で
構
成

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
情
景
描
写
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

漢
詩
と
和
歌
の
性
質
の
違
い
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
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四

春
遊
原
上

相
尋
勝
境
賞
風
流

寄
意
紹
光
原
上
遊

白
鹿
藷
名
傳
得
遠

黄
臨
新
語
聴
來
幽

行
留
草
色
煙
侵
跡

酔
侍
花
枝
雪
馳
頭

莫
道
歓
娯
春
有
限

從
苑
計
會
契
千
秋

春
原

の
上
に
遊
ぶ

勝
境
を
相

尋
ね
風
流
を
賞
ぶ

意
を
詔
光

に
寄
す
原
の
上
の
遊
び

白
鹿
の
旧
き
名
は
伝

へ
得
る
こ
と
遠
く

黄
鶴
の
新

し
き
語
は
聴
こ
え
来
れ
ど
幽
な
り

行
き
て
草

の
色
に
留
ま
れ
ば
煙
は
跡
を
侵
し

酔
ひ
て
花

の
枝
に
衙
れ
ば
雪
は
頭
に
点
ず

道
ふ
な
か

れ
歓
娯
の
春
に
限
り
有
り
と

苑
よ
り
計
会
し
千
秋
を
契
ら
ん

《
校

異

》

①

鹿

!
・床

(
松

・
祐

・
内

A

B
)

鹿

ー
鶴

(
天

)

②
道

ー
導

(
松

)

書

(
内

A

B
)

計

～
斗

(
松

・
内

A

B

)

《
押

韻

》
尤

韻

(
第

四
句

「
幽

」

第

六

句

「
頭

」

は
尤

韻

同

用

)

○
○

×

×

×
○

◎

×

×
○

○

○

×
◎

×

×

×
○

○

×

×

○

○

○

×
○

○
◎

○

○

×

×
○

O

x

×

×
○
○

×

×
◎

×

×
○

○

○

×

×

○

O

x

x

×
○
◎

《
語
釈
》

一

紹
光

春
の
光
。

「
閑
地
心
倶
静

詔
光
眼
共
明
」

(早
春
独
遊
曲
江

『白

氏
文
集
』
巻
十
三
)

二

白
鹿

白
鹿
が
現
れ
る
の
は
聖
代
の
瑞
兆
。

「
白
者
正
色
。
鹿
者
景
福
嘉

義
」

(上
白
鹿
表

晋

股
仲
堪

『
芸
文
類
聚
』
所
収
)
た
だ
し
、
こ
こ
の
白

鹿
は

「
白
鹿
原
」
を
指
す
。
白
鹿
原
は
覇
水
の
ほ
と
り
。
騒
山
の
西
に
あ
た

る
原
。
白
居
易
も
何
度
か
こ
の
地
で
遊
ん
だ
ら
し
い
。

「
独
尋
秋
景
城
東
去

白
鹿
原
頭
信
馬
行
」

(城
東
閑
遊

『白
氏
文
集
』
巻
十
三
)
「
宴
　
過
御
階

行

歌
入
僧
房

白
鹿
原
東
脚

青
龍
寺
北
廊

望
春
花
景
暖

避
暑
竹
風
涼
」

(滑

村
退
居
。
寄
禮
部
崔
侍
郎
翰
林
銭
舎
人
詩

一
百
韻

『白
氏
文
集
』
巻
十
四
)

三

黄

…鶴
う
ぐ
い
す
。

四

煙

か
す
み
、
も
や

一
句
は

「
霞
光
照
後
股
於
火

草
色
晴
來
徽
似
姻

(
早
春

憶
蘇
州

寄
夢
得

『白
氏
文
集
』
巻
六
十
四

『
和
漢
朗
詠
集
』
で

は

「
霞
光
曙
後
」
)
に
拠
る
表
現
か
。

五

酔
僑

「
衙
松
根
摩
腰
千
年
之
翠
満
手

折
梅
花
播
頭
二
月
之
雪
落
衣
」

(春
日
野
遊

〈
和
漢
任
意
〉
序

尊
敬
)
と
類
似
の
表
現
。
た
だ
し
、
匡
衡
詩

の
場
合
、
詩
の
順
か
ら
い
っ
て
早
春
の
景
と
は
考
え
難
く
、
し
た
が

っ
て
、

梅
で
は
な
く
桜
の
花
と
し
た
方
が
妥
当
か
。

六

計
会

計
算
し
て
会
う
よ
う
に
す
る
。

「今
日
不
知
誰
計
会

春
風
春
水

一
時
來

(府
西
池

『白
氏
文
集
』
巻
五
十
八

『千
載
佳
句
』

『
和
漢
朗
詠
集
』

に
も
所
収
)

《
通
釈
》

景
勝
の
地
を
た
ず
ね
、
雅
な
趣
を
楽
し
む
。

思
い
を
春

の
光

に
寄
せ
、
野
原
で
遊
ぶ
。

か

つ
て
唐
の
白
鹿
原
に
白
居
易
を
は
じ
め
唐
土
の
文
人
た
ち
が
遊
ん
だ
こ

と
も
既
に
遠
い
昔
の
こ
と

今
日
の
こ
の
春

の
原
で
は
、
鴬
の
声
も
微
か
に
聞
こ
え
る
だ
け
だ
。

若
草
の
萌
え
出
た
野
を
行
け
ば
、
霞
が
立
ち
込
め
て
足
跡
を
隠
し
、

酒
に
酔
い
花
の
咲
い
た
枝
に
も
た
れ
か
か
れ
ば
、
花
び
ら
は
雪
の
よ
う
に

頭
に
ふ
り
か
か
る
。

言

っ
て
く
れ
る
な
、
こ
の
喜
ば
し
い
春
は
限
り
あ
る
も
の
だ
と
は
。

今
日
の
遊
び
を
機
と
し
て
図
り
あ
い
千
歳
の
後
ま
で
の
交
友
を
誓
お
う
。

《
参
考
》

『
白
氏
文
集
』
巻
六
に

「秋
遊
原
上
」
と
い
う
類
似
の
題
が
あ
る
が
内
容
の
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関

連

は

な

い
。

藤

原

為

時

春

遊

原

上

(

『
和

漢

兼

作

集

』
所

収

)

煙

霞

不

記

誰

今

主

楊

柳

猶

伝

是

故

城

こ

の
句

は
お

そ
ら

く

三
、

四

句

、

あ

る

い
は

五

、

六

句

で
あ

ろ
う

と

思

わ

れ

る
。匡

衡

、

為

時

の
詩

句

に
共

通

す

る

の
は

、

か

す

み

や

煙

(
も

や

)

に

つ
い

て

の
言

及

で
あ

る

。

粟

田

障

子

画

が

大

和

絵

で
あ

る

こ
と

か

ら

春

の
絵

に
霞

が
描

か
れ

る

の

は
当

然

で
あ

り

、

そ

れ

に
合

わ

せ

て
詩

の
中

の
霞

も

中

国

語

の
霞

の

意
味

(
赤

い
光

、

す

な

わ

ち

朝

焼

け

や
夕

焼

け

)

で

は
な

く

、

日
本

で
言

う

か

す

み

と

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る

と

思

わ

れ

る
。

(
小

島

憲

之

「
漢

詩

と

歌

の
間

ー
王

朝

文

学

史

の
問

題

ー
」

『
文

学

』
昭

和

六
十

二
年

十

月

)

(
安

田

徳

子

「
歌

語

「
か

す

み

」
成

立

と

「
霞

」

ー

四
季

感

と

色
彩

感

に

注

目

し

て

ー
」

『
和

漢

比

較

文

学

』

第

五

号

平

成

元

年

十

一
月

)

『
恵

慶

集

』

ノ
八
ハ
・
=
ン
ゼ

春

み

か

き

か

は

ら

に

は

な

み

る

人

あ

り

お
も

ふ
人

こ
さ

せ

ま

ほ
し

き

と

こ
ろ

か

な

み

か

き

か

は

ら

の

は
な

の

さ
か

り

はせ

ん

ざ

い

あ

は

せ

し

た

る

と

こ

ろ

か

ち

ま

け

の
か

ず

に
は

つ
ゆ

も

を
き

つ

、
や

は

な

と

は
な

と

の

い

ろ

を

く

ら

ぶ

る

熊

本

氏

は

こ

の
二

首

を

挙

げ

る
。

し

か

し

こ
れ

に

は
問

題

が

あ

る

よ

う

で
あ

る
。

ま

ず

、

前

の

一
八

八

番

歌

だ

が

、
熊

本

氏

も

言

わ

れ

る

よ

う

に

匡

衡

詩

に

「
酔

僑

花

枝

一
と

あ

る

の

で
情

景

と

し

て

は

同
じ

場

面
を

詠

ん

だ

も

の
と

思

わ

れ

る

。

だ

が

、

名

所

を

山

城

国

の

「
瓶

原

」

と

す

る

の

は

い

か

が

で
あ

ろ

う

か

。

}
瓶

原

」

は

「
み

か

の
は

ら

㎜
で
あ

っ
て

、

「
み

か

き

が

は

ら

」

は

大

和

国

の

「
御

垣

原

」

で
あ

ろ

う

。

「
御

垣

原

」

は

た

と

え

ば

『
中

務

集

』

七

七

番

「
か

た
を

か

の
み

か

き

の
は

ら

の
う

く

ひ
す

は

は

な

ち

り

ぬ
と

や

ね

を

ば

な

く

ら

ん

」

の
ご

と

く

、

「
鴬

、
花

、

霞

」
と

と

も

に
詠

ま

れ

る

こ
と

が

多

か

っ
た
ら

し

い
。

(
片

桐

洋

一

『
歌

枕

歌

こ
と
ば

辞

典

』

)

こ
れ

は
匡

衡

詩

や
恵

慶

の
歌

と

も

共

通

す

る
。

次

の

=

二
七

番

歌

は

、

春

の
情

景

と

は
言

え

ま

い
。

詞
書

の

「
せ

ん
ざ

い

あ

わ

せ

」

は
秋

の
遊

び

で
あ

る

。

『
和

漢

朗

詠

集

』

で

も

「
前
栽

」

は
上

巻

秋

部

に
お

か

れ

て

い
る

。

ま

た

、

二
句

目

の

「
つ
ゆ

」

も
秋

の
景
物

で
あ

る

。

し

た

が

っ
て

こ

の
歌

は

少

な

く

と

も
、

本

詩

と

同

じ

画
面

を

詠

ん

だ

も

の

で
は

な

い
。

で

は

、
対

応

す

る

秋

の
詩

が

あ

る

の

か

ど

う

か

は

、

後

半

の
秋

の
景

を

詠

じ

た

詩

の
部

分

で
考

え

て
み

た

い
と

思

う

。

五

早
夏
観
曝
布
泉

閑
望

一
條
爆
布
泉

眼
塵
暗
盆
坐
巖
邊

穿
雲
倒
潟
寒
聲
堅

疑
是
銀
河
落
自
天

早
夏
曝
布
泉
を
観
る

閑
か
に
望
む

一
条
の
爆
布
泉

眼
の
塵
暗

に
尽
き
巌

の
辺
に
坐
す

雲
を
穿
ち
倒

に
潟
き
寒
き
声
は
堅
し

疑
ふ
ら
く
は
是
銀
河
の
天
よ
り
落

つ
る
か
と

《
校

異

》

①

曝

1

爆

(
神

・
山

・
天

・
祐

・
賀

)

②

條

!
條

(
松

・
内

B
)

③
爆

ー
曝

(
松

・
内

A
B

)

④
巖

ー
岩

(
内

A

B

)

《
押

韻

》

先

韻

(
初

句

「
泉

一
は
先

韻

同

用

)

○

○

×
○

×

×
◎

×
○

×

×

×
○

◎

○

○

×
×
○

○

×

○

×
○

○

×

×
◎

《
語

釈

》

一

眼

塵

眼

に
映

っ
た

俗

欲

。
塵

は

仏

教

語

の
六

塵

の

こ
と

で
、

悟

り

の
障

害

と

な

る

欲

望

を

い
う

。
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二三

 

四

暗

知
ら
ぬ
間
に

い
つ
の
間

に
か

一
、
二
句
は

『白
氏
文
集
』
巻
五
十
八

「
秋
池
」
に
拠
る
か
。

洗
浪
清
風
透
水
霜

水
邊
閑
坐

一
縄
淋

眼
塵
心
垢
見
皆
塗

不
是
秋
池
是
道
場

穿
雲

三
句
は

『
菅
家
文
草
』

「
観
爆
布
水
」
に
拠
る
。

銀
河
倒
潟
落
長
空

恰
似

霜
紘
既
晩
風

清
濃
寒
聲
圖
不
得

將
聞

二
十
八
言
中

疑
是

四
句
は
李
白

「望
廣
山
爆
布
其
二
」
第
四
句
に
拠
る
。

飛
流
直
下
三
千
尺

疑
是
銀
河
九
天
落

《
通

釈

》
心
静

か

に

一
条

の
滝

を

眺

め

れ

ば

眼

に
映

っ
た

世

俗

の
欲

望

は

い

つ
の
ま

に
か

消

え

、

巌

の

辺

に
座

る
。

流

れ

落

ち

る
水

は

雲

を

穿

ち

、

真

っ
逆

さ

ま

に
注

ぎ

、

寒

々
と

し

た
音

を

轟

か

す

。

全

く

銀

河

が
天

よ

り
流

れ
落

ち

る

の
か

と

誘

し

く

思

わ

れ

る
。

《
参

考

》

『
恵

慶

集

』

'
八
払

夏

ぬ

の

ひ
き

の

た

き

み

る

人

あ

り

な

つ
こ

ろ

も

す

ゝ
み

か

て
ら

に
た

ち

も

き

む

ち

ひ
ろ

さ

ら

せ

る

ぬ

の

ひ
き

の

た
き

布

引

滝

は

摂

津

国

の

歌

枕

で
あ

る

。

和

歌

に
詠

ま

れ

る

滝

の
代

表

的

な

も

の

で
あ

り

、

粟

田

障

子

に
描

か

れ

て

い
た

の
も

こ

の
滝

で
あ

ろ

う

。

こ

の
滝

は

畿

内

で

は
大

き

な

滝

だ

っ
た

ら

し

く

匡

衡
詩

に
お

い

て
も

そ

の
勇

壮

さ
を

表

す

た

め

先

行

の
漢

詩

の
表

現

に
全

面

的

に
依

拠

し

た

表

現

を

用

い

て

い

る
。

特

に
、

第

四
句

の
李

白

に
よ

る

修

辞

は
和

歌

に
は

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

な

い
力

強

い
も

の

で
あ

る
。

そ
れ

に
対

し

て
恵

慶

の
和

歌

は

「
ぬ

の

ひ
き

」

と

い
う

地
名

に

「
布

を

引

く

」

と

い
う

普

通

名

詞

の
意

味

を

掛

け

、

そ

の
縁

語

と

し

て

「
こ
ろ

も

、

裁

ち

、
着

む
、

千

尋

(
ち

ひ
ろ

)

、

さ

ら

す

」

の
語

を

使

っ
て

一
首

を

構

成

し

て

い

る

。

そ

の
点

で

い
か

に
も

漢

詩

ら

し

い
匡

衡

の
詩

と

、

い
か

に
も

和

歌

的

な

技

巧

を

凝

ら

し

た
恵

慶

の
和

歌

は

好

対

照

を

な

し

、

も

し

こ

の

二
首

が

実

際

に
画

面

に
書

か

れ

た

と
す

れ

ば

見

る
人

の
興

を

そ

そ

っ
た

も

の
と

思
わ

れ

る

。

ー

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程
1
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